
宮城県市長会副会長として要望活動
新型コロナウイルスワクチン接種 
に関する緊急要望書を県へ提出

　1月28日、宮城県市長会(会長：伊藤康志大崎市長)と宮城県
町村会(会長：佐藤仁南三陸町長)は、新型コロナウイルスのワ
クチン接種に関する緊急要望書を、佐野好昭宮城県副知事へ手
渡しました。市長は、宮城県市長会の副会長として出席。早期
に、そして適切
にワクチン接種
を 行 え る よ う、
県の積極的な事
業推進や情報共
有の徹底、ワク
チン供給体制の
確立、医療機関
等との連携など
を要望しました。

大塚製薬株式会社と協力連携
スポーツ等による健康づくり増進に 

関する包括連携協定を締結
　2月12日、スポーツ等による健康づくりや市民の健康増進に
資することを目的に、大塚製薬株式会社と包括連携協定を締結
しました。
　大塚製薬株式会社は、健康管理や食育推進、防災・災害時支
援、熱中症対策などの活動を積極的に進めており、自治体と協
働で地域社会の課題解決に
向けた取組を行っています。
　今年の秋に開催を予定し
ている「七ツ森ハーフマラ
ソン大会」への協力・支援
や市民対象の健康講座、熱
中症対策アドバイザーの要
養成講座等の開催など、ス
ポーツ推進・健康増進・健
康管理に関するさまざまな
取組を、連携協力しながら
進めてまいります。
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市長の主な公務を掲載しています（庁内の打ち合わせ等は掲載していません）

1月16日～31日
18日（月） 庁議

19日（火） 所得申告相談員任命式、富谷しんまち活性化協議会、
来客応対

20日（水） 来客応対
21日（木） 宮城県民間非営利活動促進委員会、来客応対
22日（金） 宮城県市長会正副会長会議、来客応対

25日（月） 庁議、富谷市農業委員会総会、黒川地域行政事務組合
理事協議、来客応対

26日（火） 固定資産評価審査委員会任命式、スケルトン競技髙橋
弘篤選手後援会選手活動費贈呈式、来客応対

27日（水） 定例記者会見、富谷市障がい者差別解消研修会、富谷
市地域水田農業推進協議会総会、来客応対

28日（木） 宮城県市長会要望活動、富谷市総合計画審議会、宮城
県交通安全ポスター作文コンクール表彰状交付式

29日（金） 富谷宿観光交流ステーション現地視察、富谷市協働の
まちづくり推進審議会・答申式、来客応対

30日（土） 富谷塾
2月1日～15日

1日（月） 辞令交付式、庁議、宮城県退職者連合要望、富谷市生
産調整協力員会議、来客応対

2日（火） 取材対応、自死予防対策職員研修、七ツ森ハーフマラ
ソン大会実行委員会設立総会・実行委員会

4日（木） 県庁訪問、宮城県市町村自治振興センター議会定例会、
泉青年会議所2021年度新年式典

5日（金） 職員勉強会「みやぎ出前講座」、大和警察署訪問、黒川
地域行政事務組合総合教育会議・理事協議・理事会

7日（日） 宮城県防災指導員フォローアップ講習

8日（月） 庁議、行政改革推進本部会議、富谷市介護保険運営委
員会、2021年度郵政事業有識者懇談会

9日（火） 第11回脱炭素チャレンジカップ2021（オンライン）、
富谷市消防団幹部会議、来客応対

10日（水）

100歳お祝い訪問、富谷市議会議員全員協議会、富谷
市危機管理対策本部会議・新型コロナウイルス感染症
対策本部会議、富谷市議会定例会提出議案に係る記者
発表

11日（木） 建国記念の日を祝う宮城県民大会

12日（金）
宮城県市町村職員退職手当組合訪問、大塚製薬株式会
社とのスポーツ等による健康づくりの増進に関する包
括連携協定締結式、来客応対

13日（土）
環境省シンポジウム2050年カーボンニュートラルシ
ンポジウム（オンライン）、地域おこし協力隊お試しツ
アー、地震対応

14日（日） 特別警戒本部会議
15日（月） 庁議、来客応対

市 長 日 録

開宿400年記念事業として、国の地方創生拠
点整備交付金を活用し、「富谷宿観光交流ステ
ーション・とみやど」を開館するに当たり、内
ヶ崎作三郎先生の生まれ育った内ケ崎醤油屋跡
地を利用させていただきました。そして、その
母屋を歴史文化伝承館「内ヶ崎作三郎記念館」
として整備いたしました。
富谷の偉人である作三郎先生の記念館をこの

場所に作ることができたことに、大きな喜びを
感じるとともに、ご協力をいただいた皆さまに
深く感謝申し上げます。
私が作三郎先生の名前を知ったのは、小学生

のときで、当時西成田小と統合したばかりの富
谷小学校の校庭に、先生の胸像が建っていまし
た。その風貌に郷土の偉人の風格を感じたこと
を、子ども心に覚えています。
現在その胸像は、生まれ育った場所へ移設し、

皆さんをお待ちするべく記念館のそばに鎮座し
ています。「とみやど」を訪れた際にぜひ、ご
覧いただければと思います。
作三郎先生は、教育者・牧師・そして政治家

として、明治・大正・昭和の激動の時代を駆け
抜け、活躍された人物です。その時代に実際に
先生を見たというのが、一ノ関にお住まいの浅
野昭一さん(91歳)で、小学校高学年だった昭和
16年に、衆議院副議長として帰郷された作三郎
先生のことを鮮明に覚えているそうです。
「作三郎先生は学殖豊か、とうとうとした弁
舌で、学者らしく偉ぶったところは全くなく、
誰とでも打ち解けたふるまいの方でした」と浅
野さんはおっしゃっています。郷土が生んだ大
政治家を、地元の皆さんで歓迎した当時の様子
を想像することができます。
作三郎先生を語る上で、その著書の「人生学」

を欠かすことはできません。その本は、大正11
年12月に名古屋市にて教育家を対象に行われ
た講演会の内容をまとめたもので、生命に関す
ることから衣食住や保健問題、人生終局の目的
など、人間としての道を極めるためのさまざま
な事柄がつづられています。
約100年前に語られた内容ですが、現代にも

通じる学ぶべきことが多い著書です。記念館を
開館するこの機会に、その
教えを学ぶとともに、作三
郎先生の偉業を後世に伝え
ていかなければならないと
思っています。

作三郎先生の偉業を後世に
「ゼロカーボンシティ」を宣言
～2050年　二酸化炭素排出実質ゼロを目指して～

　2月10日、本市は、2050年までに二酸化炭素排出量実質ゼロを目指
す「ゼロカーボンシティ」を宣言しました。
　これまで本市では、環境対策として、公共施設のLED化や、ごみの減
量化・再資源化等に取り組んでいます。平成29年度からは、「とみやか
らはじまる未来のくらし」をテーマに、環境省の地域連携・低炭素水素
技術実証事業に取り組んでいます。
　また、水素エネルギー啓発イベントやフォーラムを開催するなど、地
球環境への貢献につなぐエネルギー地産地消のまちづくりを目指して、
さまざまな取組を進めています。

　3月には、宮城交通バス株式会社、
宮城県と連携して、水素で走る燃料
電池バス(FCバス)の運行実証事業が
始まります。来年度には、サイエン
ス教育と環境教育の啓発に取り組む
こととしています。
　今後も、将来に渡って、安全安心
に暮らすことができる豊かな環境を
引き継ぐため、資源循環やエネルギ
ー の 地 産 地 消 な ど に 取 り 組 み、
2050年までには二酸化炭素排出量
実質ゼロにすることを目指してまい
ります。
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